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　　人ロの動き
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男5，018（一6）

女5082（＋2）　　　　つ
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3月の休日救急医

（袋町）

（神明町）

（中　条）

（川原町）

院
院
院
院

医
医
病
医

口
田
条
島

山
富
中
大

15日

21日

22日

29日

（下条）院

　　4月上旬の予定

5日　山　口　医

　　無

　
午
前
中
猛
烈
な
吹
雪
、
午
後
は
透
き

通
る
よ
う
な
青
空
。

　
こ
れ
は
、
先
月
二
十
六
日
の
空
模
様

で
す
。

　
さ
あ
、
仙
田
保
育
園
の
チ
ビ
っ
子
除

雪
協
力
隊
の
出
動
で
す
。

　
太
陽
の
光
を
浴
ぴ
な
が
ら
の
作
業
は

は
か
ど
り
ま
す
。

　
「
午
後
は
出
し
た
く
な
い
ん
で
す
が

ね
エ
。
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な
っ
て
し
ま

い
、
帰
る
ま
で
に
乾
か
な
い
も
ん
で
」

と
先
生
は
つ
れ
な
い
お
言
葉
．

　
園
児
た
ち
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
い
っ

こ
う
に
お
か
ま
い
な
し
で
し
た
．
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新
年
度
の
各
会
計
予
算
案
は
、
三
月

五
日
か
ら
会
期
十
六
日
間
の
第
四
回
定

例
町
議
会
に
提
案
さ
れ
、
審
議
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
採
決
は
最
終
日
の
二
十

日
の
予
定
で
す
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
国
や
県
の
超
緊

縮
財
政
の
影
響
を
受
け
、
厳
し
い
財
源

難
の
中
で
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
が
、
対
前
年
比
で
二
・
二

56年度各会計予算案
　　　　　　　　　　（単位1千円）

パ
ー
セ
ン
ト
増
の
二
十
四
億
四
千
万
円

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
を
十
億
五

千
八
百
二
十
三
万
円
見
込
み
、
総
額
の

四
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
ま
し
た
。

ま
た
、
財
源
不
足
は
、
財
政
調
整
基
金

（
い
わ
ゆ
る
町
の
貯
金
で
す
）
の
ほ
と

ん
ど
全
部
を
取
り
く
ず
し
て
補
っ
て
い

ま
す
。

1
告
会
報
議
1

　
　
　
　
　
　
　
町
債
（
町
の
借
金
）

　
　
　
　
　
　
の
発
行
額
を
前
年
度

　
　
　
　
　
　
よ
り
二
一
・
六
パ
ー

　
　
　
　
　
　
セ
ン
ト
減
額
し
た
に

　
　
　
　
　
　
も
か
か
わ
ら
ず
、
公

　
　
　
　
　
　
債
費
（
借
金
返
済
の

　
　
　
　
　
　
元
利
金
）
は
五
千
百

九
十
九
万
円
増
加
し
て
、
歳
出
総
額
の

一
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
及
び
ま
し

た
。
　
固
定
資
産
税
や
軽
自
動
車
税
の
減
免

措
置
を
一
部
改
正
し
て
増
収
を
図
っ
た

の
も
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
事
情
に
よ
り
、
川
西
中
学

校
の
一
部
改
築
な
ど
も
翌
年
度
以
降
に

見
送
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

区　　分 56年度予算 55年度当初 比較％

一　般　会　計 2，440，000 2，387，290 102．2

特
別
会
計

農業共済 87，761 92，063 95．3

簡易水道 48，410 215，944 22．4

国民健康保険 424，273 419，740 101．1

国保診療所 78，560 73，298 107．2

仙田へき診 21，773 17，083 127．5

歯科診療所 61，046 31，386 1945
計 721，823 849，514 85．0

合　　　　　計 3，161，823 3，236，804 97．7

議
会
議
員
定
数
調
査

特
別
委
員
会
を
設
置

　
第
三
回
町
議
会
臨
時
会

が
、
先
月
十
四
日
に
開
か

れ
、
議
会
議
員
定
数
調
査

特
別
委
員
会
の
設
置
が
決

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
行
わ
れ

た
国
勢
調
査
で
、
町
の
人

口
が
九
千
八
百
八
十
三
人

と
一
万
人
を
割
っ
た
た
め
、

地
方
自
治
法
第
九
十
一
条

に
関
す
る
法
定
議
員
数
の

調
査
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
設
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　
地
方
自
治
法
で
は
、
人
口
一
万
人
以

上
二
万
人
未
満
の
町
村
の
議
員
数
は
二

十
六
人
、
五
千
人
以
上
一
万
人
未
満
の

町
村
は
二
十
二
人
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
議
員
の
定
数
は
条
例
で

特
に
こ
れ
を
減
少
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
現
在
は
二
十
二

人
で
す
）

　
特
別
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

桑原要雄、

羽
鳥
欣
一
、
小
海
貞
二
、

押
木
元
男
（
副
委
員
長
）
、
戸
田
専
治
、

小
林
正
人
（
委
員
長
）
、
清
水
守
平
、

保
坂
次
夫

囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

星
名
四
郎
（
上
野
）
、
川
崎
信
夫
（
学

校
町
）
、
関
口
純
一
（
中
央
町
）
、
川

崎
孝
治
（
元
町
）
、
川
西
町
農
業
協
同

組
合

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
歴

・
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
－
千
手
市
と

上
野
市
の
期
日
調
整
1
（
一
七
五
九
年
）

・
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
－
御
拝
借
米

代
金
上
納
の
日
延
願
い
ー
（
一
八
〇
三

年
）
・
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
渡
航
資
金
借
用

証
（
一
九
一
八
年
）
・
妻
有
水
口
沢
千

手
新
田
町
屋
敷
高
請
之
帳
（
一
六
四
七

年
）
・
魚
沼
郡
仙
田
之
内
越
ケ
沢
村
御

検
地
水
帳
（
一
六
八
三
年
）
・
東
部
地

区
ほ
場
整
備
関
係
記
録

以
上
総
数
八
百
十
二
件

　
　
　
　
　
　
（
二
月
末
日
）

　
じ
ヨ
ド
し
ヨ
　
し
ド
ヨ
ヒ
　
ラ
　
ラ
ヒ
　
ヨ
し
　
し
　
　
ヨ
ド
し
　

…
一
年
が
過
ぎ
て
皿

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
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住
み
よ
い
豊
か
な
川
西
町
は
、
人
の

世
の
続
く
か
ぎ
り
子
孫
に
受
け
継
が
れ

て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ

の
時
ど
き
を
生
き
た
庶
民
の
歴
史
も
、

こ
の
美
し
い
郷
土
と
共
に
継
承
さ
れ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
川
西
町
史
の
発
刊
を
目
ざ
し
て
、
編

さ
ん
室
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
早
く
も

一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の

期
間
は
、
町
史
編
さ
ん
委
員
会
（
根
津

正
三
会
長
）
が
決
定
し
た
基
本
方
針
に

基
づ
い
て
古
文
書
や
資
料
の
収
集
に
重

点
を
置
い
た
が
、
町
内
外
四
十
七
人
の

方
が
た
か
ら
四
千
七
十
点
の
史
料
を
借

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
古
く
は
天
平
時
代
か
ら
現
代
に
い
た

る
、
お
よ
そ
一
千
年
に
及
ぶ
史
料
の
中

に
は
義
経
と
弁
慶
・
鎌
倉
・
南
北
朝
．

室
町
・
安
土
桃
山
期
の
も
の
と
思
わ
れ

る
遺
物
や
、
近
世
以
降
の
御
用
留
、
万

覚
書
・
記
録
帳
・
訴
状
・
一
紙
文
書
・

写
本
な
ど
、
真
偽
の
さ
だ
か
さ
は
さ
て

お
く
と
し
て
も
、
こ
ん
な
に
貴
重
な
資

料
が
よ
く
残
っ
て
い
た
と
驚
く
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

　
祖
先
伝
来
の
古
文
書
や
資
料
は
、
そ

の
家
が
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
存
在
し

た
こ
と
を
実
証
す
る
か
け
が
え
の
な
い

家
宝
と
い
え
る
が
、
中
に
は
人
目
を
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尽
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【土　木　費】

▲国県道工事負担金23，620　▲町道修繕費
9，980　▲町道改良舗装消雪工事費　137，666

▲消パイ電気料15，864　▲除雪委託・車両借

上料10，000　▲急傾斜地崩かい防止事業負担

金4，320

【消　防　費】

▲広域消防負担金92，813

56年度の主な事業
⑥民俗資料館を建設《》
　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　【総務費】
▲町村合併25周年記念要覧2，200　▲中子用

地購入費50，000　▲町史編さん費2，252　▲

議会議員選挙費3，746

【教　育　費】

▲小学校建物等維持修繕費15，067　▲中学校

建物等維持修繕費2，000　▲スクールバス委

託料5，383　▲歴史民俗資料館建設費125，687

【民　生　費】

▲なかまの家（あかね会を含む）補助金14，561

社会福祉協議会補助金4，500　　▲老人医療

費扶助58，608

▲公共土

【災害復旧費】

▲農林水産施設災害復旧費22，805

木施設災害復旧費10，242

【衛　生　費】

▲衛生施設組合負担金45，892　▲水道会計繰

出金49，000　▲各種検診委託料6，578

【公　債　費】

▲償還元金144，932　▲同、利子（一時借入
金利子を含む）160，671

【諸支出金】

▲住宅購入費18，650

【農林水産業費】

▲十日町家畜指導診療所負担金2，460　▲水

田利用再編対策費7，483　▲土地改良補助金

5，000　▲新農構関係費192，034　▲農村総

合整備モデル事業115，666　　▲林道開設費

26，820　▲造林事業費49，745　▲製縄製炭事
業2，756‘

◇特別職給料・手当等（654名）71，525

◇一般職給料・手当等（188名）586，捌

【商　工　費】

▲商工会補助金2，500

尽け
た
い
も
の
が
な
く
も
な
い
。
そ
れ
を

今
は
過
去
の
歴
史
と
し
て
、
い
っ
さ
い

が
っ
さ
い
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
方
が
た

に
頭
の
下
が
る
思
い
が
し
て
い
る
。

　
町
の
史
料
が
町
外
に
た
く
さ
ん
持
ち

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
ど

の
よ
う
な
経
路
で
流
出
し
た
の
か
、
ほ

と
ん
ど
未
整
理
の
木
落
村
文
書
が
国
立

史
料
館
に
約
三
百
六
十
点
、
立
教
大
学

図
書
館
に
天
和
三
年
の
木
落
村
御
検
地

水
帳
が
、
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
に
坪

山
村
文
書
の
状
十
一
通
、
冊
百
二
十
九

点
が
、
新
潟
大
学
の
農
村
社
会
研
究
室

に
室
島
の
増
田
家
文
書
が
、
大
宮
市
の

丸
岡
書
店
に
は
鶴
吉
村
文
書
が
約
一
千

点
、
い
ず
れ
も
大
事
に
保
管
さ
れ
て
解

明
の
日
を
待
っ
て
い
て
く
れ
る
。

　
町
史
の
編
さ
ん
は
、
今
ま
で
に
公
表

さ
れ
た
史
料
を
整
理
し
て
ま
と
め
る
こ

と
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
機
会
に
一
枚

で
も
多
く
の
古
文
書
や
資
料
を
探
し
出

し
、
そ
れ
を
解
明
し
て
祖
先
の
足
跡
を

大
き
く
す
る
作
業
が
正
し
い
町
史
の
編

さ
ん
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　
本
格
的
な
調
査
は
来
月
か
ら
実
施
さ

れ
る
が
、
古
文
書
や
資
料
の
収
集
は
発

刊
の
直
前
ま
で
続
け
ら
れ
る
。
ど
ん
な

に
小
さ
な
紙
切
れ
で
も
、
役
に
立
つ
と

思
わ
れ
る
も
の
が
目
に
つ
い
た
ら
電
話

⑧
二
三
〇
八
番
か
、
有
線
二
五
八
七
番

の
編
さ
ん
室
に
ご
一
報
い
た
だ
き
た
い
。

一
つ
の
事
実
を
立
証
す
る
た
め
に
は
、

小
さ
な
資
料
の
積
み
重
ね
が
ど
う
し
て

も
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
資
料
に
光
を
当
て
、
そ
の
内
容
を
明

ら
か
に
し
て
誤
り
の
な
い
町
史
を
編
さ

ん
す
る
た
め
、
郷
土
史
家
十
名
ほ
ど
の

方
が
た
に
調
査
専
門
委
員
を
委
嘱
（
来

月
一
日
付
）
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

調
査
専
門
委
員
長
に
は
長
岡
工
業
高
等

専
門
学
校
に
お
勤
め
の
竹
内
道
雄
教
授

（
四
日
町
神
宮
寺
住
職
・
東
京
大
学
史

学
科
卒
）
を
お
願
い
し
た
。

　
調
査
専
門
委
員
は
、
お
お
む
ね
次
の

部
門
に
し
た
が
っ
て
調
査
班
を
編
成
し
、

四
月
以
降
、
竹
内
委
員
長
を
頂
点
と
し

た
実
際
の
調
査
活
動
に
は
い
る
。

　
原
始
・
古
代
　
　
先
土
器
時
代
か
ら

平
氏
滅
亡
（
一
一
八
五
年
）
ま
で
。

　
中
世
　
　
平
氏
滅
亡
か
ら
上
杉
氏
会

津
移
封
（
一
五
九
八
年
）
ま
で
。

　
近
世
　
　
上
杉
氏
の
会
津
移
封
か
ら

大
政
奉
還
（
一
八
六
七
年
）
ま
で
。

　
近
代
　
　
大
政
奉
還
か
ら
一
九
四
五

年
八
月
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
ま
で
。

　
現
代
　
　
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
か

ら
昭
和
六
十
年
六
月
三
十
日
ま
で
。

　
民
俗
　
　
人
の
一
生
・
衣
食
住
・
信

仰
．
年
中
行
事
・
村
の
構
成
・
族
制
・

生
産
・
生
業
・
運
輸
・
交
易
な
ど
。

　
自
然
　
　
地
史
・
気
象
・
動
植
物
。

お

願

い

！1

　
町
史
編
さ
ん
の
資
料
と
す
る
た
め
、

全
家
庭
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
お
手
数
で
も
ご
協
力
の

ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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塔の国保をた いぜ

むがけた㌧

壊期発見．早期縛

鷹・

c
）

魑

〆、
（う

需
岱シ

．
惣

や
懲
・
・

議

耀”．

窃

　
パ

　
“
自
分
の
か
ら
だ
は
自
分
が
い
ち
ば

ん
知
っ
て
い
る
”
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
病
気
に
な
る
と
「
健
康
の
あ
り
が
た

み
が
よ
く
わ
か
る
」
と
い
う
言
葉
を
耳

に
し
ま
す
。
家
族
の
み
ん
な
が
健
康
で

暮
ら
せ
る
こ
と
ほ
ど
幸
せ
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
だ
れ
か
が
一
人
で
も
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
ら
…
…
。
医
療
費
の
支
払

い
の
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
家
庭
内
も

沈
み
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で

す
か
ら
健
康
は
幸
せ
の
第
一
条
件
な
の

で
す
。

　
皆
さ
ん
の
健
康
と
、
明
る
い
毎
日
を

送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
、
国

民
健
康
保
険
の
制
度
が
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
“
健
康
”
そ
れ
は
皆
さ
ん
の
日
ご
ろ

の
心
が
け
次
第
で
守
ら
れ
て
い
く
も
の

で
す
。
家
族
の
一
人
一
人
が
健
康
づ
く

り
や
病
気
の
予
防
に
努
め
、
ま
た
、
検

診
な
ど
も
積
極
的
に
利
用
し
、
自
分
の

健
康
を
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
国
保
加
入
状
況

加
入
世
帯
数
　
　
　
　
一
、
四
八
○
世
帯

加
入
者
数
　
　
　
五
、
〇
五
三
人

　
　
　
　
　
　
（
56
年
1
月
末
現
在
）

…
保
…
…
保
険
証
の
切
り
替
え
　
　
　
橘
畿
嘱
耀
馨
翻
加
爵
勧

…
国
…
㎜
　
　
四
月
か
ら
は
水
色
で
す
　
し
蕎
冷
駿
碇
赫
衡
保
険
証
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
持
ち
の
方
は
、
今
月
中
に
保
険
証
と

　
四
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

が
、
水
色
の
も
の
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　
い
ま
使
用
さ
れ
て
い
る
黄
色
の
保
険

証
は
、
今
月
末
で
無
効
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
機
会
に
、
保
険
証
に
記
入
さ
れ

て
い
る
被
保
険
者
氏
名
な
ど
に
ま
ち
が

い
が
な
い
か
、
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ち
が
い
や
異
動
が
あ
る
場
合
は
、

早
め
に
保
険
係
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
は
、
保
険
証
と
印
鑑
を
忘
れ
ず

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
保
険
証
は
国
保

の
被
保
険
者
で
あ
る
と
い
う
証
明
書
で

あ
り
、
同
時
に
医
師
の
診
療
を
受
け
る

と
き
の
受
診
券
の
役
目
も
果
た
す
た
い

せ
つ
な
も
の
で
す
。

　
こ
の
保
険
証
の
引
き
替
え
を
、
今
月

印
鑑
を
持
っ
て
、
保
険
係
へ
引
き
替
え

の
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
出
か
せ
ぎ
中
で
⑧
の
保
険
証
を
お
持

ち
の
方
は
、
帰
町
後
す
ぐ
に
保
険
係
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
四
月
か
ら
は
、
受
診
の
際
忘
れ
ず
に

新
し
い
保
険
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に

出
し
、
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
の
確
認

を
受
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

「
ま
～
ん

乳
・

ね

な
ぜ
保
険
料
は

上
が
る
の
で
す
か

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
は
、
今

年
の
四
月
か
ら
一
か
月
に
つ
き
四
千

五
百
円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
昨
年
の
法
改
正
に
よ

り
、
夫
婦
が
と
も
に
付
加
保
険
料
に

加
入
し
て
二
十
五
年
か
け
た
場
合
、

月
額
九
万
四
千
円
の
老
齢
年
金
が
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
年
年
金
は
月
額
二
万
六

千
五
百
五
十
円
、
五
年
年
金
も
月
額

二
万
二
千
六
百
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
母
子
・
準
母
子
年
金
に

月
額
一
万
五
千
円
の
加
算
制
度
を
創

設
す
る
な
ど
の
改
善
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
こ
の
よ
う
に
、
一
段
と
頼
れ
る
年

金
に
な
っ
た
国
民
年
金
を
将
来
も
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
か
月
約

八
千
円
程
度
の
保
険
料
が
必
要
だ
と

計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ど
な
た
も
“
少
な
い
負
担
で
多
く

の
年
金
”
を
望
む
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

い
か
に
充
実
し
た
制
度
と
な
っ
て
も
、

そ
の
裏
付
け
と
な
る
年
金
財
政
が
確

立
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ

「
絵
に
か
い
た
モ
チ
」
に
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
た

弘
・
く
」
し
j

　
D

なぜ、保険料は

ぜ　　㊥

．マ

動

講

バ
ぱ
　
　
　
　
　
ロ
．
、
藪
それは年金を

よりよい制度にするためで

め
に
、
私
た
ち
は
給
付
に
見
合
う
保

険
料
の
負
担
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
　
も
し
私
た
ち
が
こ
れ
を
怠
れ
ば
、

そ
の
ッ
ケ
は
後
代
の
人
た
ち
に
引
き

継
が
れ
、
ま
す
ま
す
大
き
な
負
担
を

強
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
は
た
し

て
、
こ
の
よ
う
な
身
勝
手
を
後
代
の

人
た
ち
は
納
得
し
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
か
。

　
そ
こ
で
、
国
で
は
給
付
に
見
合
う

保
険
料
を
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
負
担

し
て
も
ら
う
わ
け
で
す
が
、
急
激
な

負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
に
保
険
料

の
改
定
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
段
階

的
に
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
負
担

は
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
国
民
年
金

を
よ
り
よ
い
制
度
に
す
る
た
め
の
や

む
を
得
な
い
措
置
で
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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昨
年
六
月
以
来
工
事
を
進
め
て
き
ま

し
た
白
倉
地
区
簡
易
水
道
新
設
工
事

（
大
倉
．
大
白
倉
・
小
白
倉
地
区
に
給
水
）

が
完
成
し
、
十
二
月
よ
り
試
験
通
水
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
簡
易

水
道
の
整
備
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

五
十
五
年
度
事
業
完
了
で
普
及
率
も
九

一
．
六
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
県
平

均
を
上
回
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
建
設

金
で

　
　
に
あ
た
っ
て

　
　
は
地
方
債
（

　
国
か
ら
の
借

　
金
）
を
大
き

　
　
な
財
源
と
し

〃
て
き
ま
し
た

　
　
が
、
十
二
年

間
で
五
億
一
千
八
百
十
万
円
に
も
の
ぼ

り
、
こ
の
う
ち
皆
さ
ん
の
積
み
立
て
ら

れ
た
年
金
資
金
を
借
り
受
け
た
も
の
が

四
億
一
千
六
百
万
円
に
も
な
り
ま
す
。

　
五
十
五
年
度
も
白
倉
簡
水
建
設
の
た

め
、
年
金
資
金
か
ら
七
千
五
百
五
十
万

円
の
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

総
工
事
費
の
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
皆
さ
ん
が
積
み
立
て
た

年
金
は
、
老
後
の
保
障
ば
か
り
で
な
く
、

町
の
事
業
に
も
大
き
く
役
立
っ
て
い
ま

す
。　

〈
白
倉
簡
水
施
設

～

多

案
き
ぞ
〉
箸
多
＞
（
≧
い
ぞ
3
（
＞
く
、
多
き
き
き
吾
・
き
多
Σ
7
・
き
・
≧
・
、

十日町地域広域事務組合
◎・財政事情の公表◎・

　昭和55年度各会計予算執行状況
　　　　　　　　　　（単位：万円）
会計区分　　　項目 予算額 収入済額 入率 支出済額 執行率

一般会計 56，273 43，396 77．12 41，447 73．65

総合福　センタ
ー特別会計 2，112 2，079 98．44 1，480 70．08

と畜場事業特別
会計

3，012 3，019 100．23 1，799 59．73

計 61，397 48，494 78．98 44，726 72．85

昭和55年度市町村別負担金状況
　　　　　　　　　　　（単位：万円）

　会計

市町村
一般会計

総合福祉
センター
特別会計

と畜場
事　　業
特別会計

計 構成比

十日町市 259，626 1，418 7，362 268，406 48．26

川西町 89，283 927 1，719 91，929 16．53

津南町 120，140 14，738 2，702 137，580 24．74

中里村 56，251 1，139 864 58，254 10．47

合　　計 525，300 18，222 12，647 556，169 100．00

組合債の状況（単位：万円

目的（事業名） 金　額 組合財産の状況
消防庁舎建設事業 8，843

消防施設整備事業 2，247 建　　　物 　　　94，731．63寵

総合福祉センター
建設事業 3，559 基金・公社債 10万円

と畜場整備事業 14，279 土　　　地
所在市町村より
借地

計 28，928

組合財産の状況

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●O●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●0●●●●●●●●●●●●●O

保
険
料
の
前
納
を

　
国
民
年
金
保
険
料
を
一
年
分
前
納

し
ま
す
と
、
保
険
料
が
割
り
引
き
に

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
月
々
の
手
数

が
省
け
て
便
利
な
の
で
、
利
用
す
る

方
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
保
険
料
の
前
納
希
望
を

取
り
ま
と
め
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
前
納
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
四
月
に
な
り
ま
す
と
一
年
分
の

令
書
を
お
届
け
し
ま
す
。
こ
れ
を
変

ど
う
ぞ

更
を
し
た
い
方
、
ま
た
は
新
し
く
前

納
し
た
い
方
は
、
三
月
二
十
日
ま
で

に
年
金
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
有
線
二
一
三
二
番
）

　
な
お
、
四
月
か
ら
は
保
険
料
が
月

額
四
千
五
百
円
に
な
り
ま
す
の
で
、

一
年
分
前
納
す
る
方
は
、
定
額
で
五

万
二
千
七
百
円
、
付
加
加
入
の
方
は

五
万
七
千
三
百
八
十
円
に
な
り
ま
す
。

「
伝
え
合
う
英
語
」
講
座

ふ
る
っ
て

　
新
潟
県
教
育
委
員
会
は
、
社
会
教
育

事
業
の
「
目
玉
商
品
」
と
し
て
、
一
般

成
人
を
対
象
に
し
た
成
人
大
学
講
座
の

開
設
を
、
県
内
の
高
等
学
校
に
委
嘱
し

て
い
ま
す
。

　
川
西
高
校
も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
、

昭
和
五
十
六
年
度
に
「
伝
え
合
う
英
語
」

講
座
を
開
く
予
定
で
い
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

囹
趣
旨
　
社
会
人
と
し
て
必
要
な
英
語
、

　
相
手
の
考
え
を
聞
き
取
る
と
同
時
に

　
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
た
め
の
初
歩

　
的
な
英
語
、
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た

　
だ
く
た
め
。

回
期
間
　
六
月
中
旬
か
ら
七
月
下
旬
ま

で
（
週
二
回
）

や

こ
囹
場
所

回
対
象

参
加
を

川
西
高
校
視
聴
覚
教
室

川
西
町
と
近
隣
市
町
村
に
住

ん
で
い
る
成
人

回
人
数
約
五
十
人

囹
受
講
料
無
料

囹
講
義
内
容
　
外
来
語
の
研
究
、
英
米

　
事
情
・
文
化
・
風
物
の
紹
介
、
英
語

学
習
法
の
案
内
、
基
礎
的
な
英
会
話

の
練
習

囹
講
師
　
川
西
高
校
・
駒
形
、
小
林
、

西
沢
教
諭

囹
申
し
込
み
　
川
西
高
校
英
語
科
西
沢

　
教
諭
（
魯
八
－
三
三
八
六
）
へ

※
詳
し
い
こ
と
は
四
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
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水
田
利
用
再
編
対
策

五
十
六
年
度
か
ら
第
二
期
へ

　
水
田
利
用
再
編
対
策
は
、
米
の
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
と
、
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
大
豆
や
麦
な
ど
の
農
作
物
の
自
給
力
向
上
を
掲
げ
、
昭
和
五
士
二

年
か
ら
十
年
間
の
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
期
は
五
十
五
年
度
で
終
了
で
す
が
、
町
で
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

三
年
間
と
も
目
標
面
積
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

米
の
栄
養
価
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
消
費
は
い
っ
こ
う
に
伸
び
な
い
な

ど
、
米
を
取
り
巻
く
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
五
十
六
年
か
ら
始
ま
る
第
二
期
対
策
（
五
十
八
年
度
ま
で
）
は
、

そ
の
内
容
も
一
段
と
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

川西町への目標配分

区　　分 55年度
56年度限
りの目標

57　～　58
年度の目標 6／55対比

面
積

転作等目標面積 84．9轟¢ 120．8 129『．8 142．3％

同上転作率 7．26％ 10．4％ 11．2％ ＋3．14

限
度
数
量

う　る　ち　米 58，458．5俵 56，301．5俵 55，431．5俵 96．3％

も　　ち　　米 4，834．5 4，483．5 4，483．5 92．7

合　　　　計 63，293 60，785 59，915 96．03

　i　年まに　こ　’と

懇箋馨塗舞期
　i靴なり三にへ　、　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　I　l

　：　1に一　・　●の　・　i延水管預今ア定地団　i讐男羅賄惑灸葦替整主箏
　：れ預作間はラ進の加　　　＿　…ま託のの永ガめ転算な
　iし期中延年スよ作金期
　i発禦篠長権2皇躍製改対

i韓騰義艦正策
　1らはた編度・占　1　　　　　＿L轟　　、　　　　　O　塗　　イ、　士二二　　　　　　Jll、

百
二
十
へ

　
川
西
町
の
第
二
期
対
策
に
つ
い
て
図

表
で
示
し
て
み
ま
し
た
。
五
十
六
年
度

の
転
作
目
標
面
積
は
、
前
年
の
冷
害
緩

和
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
百
二
十
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
前
年

対
比
一
四
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
、

水
田
面
積
の
一
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に

も
及
ん
で
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
第
一
期
対
策
の
実
績
を
も

と
に
、
農
業
関
係
の
方
の
創
意
を
結
集

し
た
推
進
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と

と
、
　
「
部
落
ぐ
る
み
の
集
団
転
作
と
定

着
化
」
を
進
め
、
地
域
農
業
の
再
編
成

と
生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
基
本

に
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
計
画
転
作
地

区
の
拡
大
と
団
地
加
算
制
度
が
活
用
で

・
団
地
化
加
算
金
制
度
の
新
設

地
続
き
の
転
作
団
地
を
作
り
、
転
作

の
定
着
を
進
め
よ
う
と
す
る
制
度
で
す
。

・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
一
般
作
物
編
入

今
ま
で
は
永
年
性
作
物
で
し
た
。

・
預
託
期
間
の
延
長

管
理
転
作
の
中
の
保
全
管
理
は
、
同

一
水
田
の
預
託
期
間
が
三
年
か
ら
六
年

に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

ク
タ
ー
ル
余

き
る
団
地
化
（
連
担
団
地
）
を
推
進
し
、

規
模
の
大
き
い
転
作
高
度
集
団
の
実
現

の
た
め
取
り
組
み
ま
す
。

川西町の目標と実績

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　帰　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　〇　　　　　　　　甲　　　　　　　　o　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　帰　　　　　　冒　　　　　　一　　　　　一　　　　　臼　　　　　雪　　　　一　　　　〇　　　　〇　　　甲　　　一　　　甲　　り　　一　　一　一　一　曹
一一一

奨励補助金の種類および額（10・当たり）

ん¢

冷害措置ウ9拗
“P■　一臼　●一　，

●

注：53～55年 4
の目標には 孟¢ 120．8 12駄8泥¢
通年施行の 99．5
二次配分を
含めてある

：弓γ∴曽・

、ヒ：魅～、

・・～．洋三

グ泥¢

87．9．

（
実

　加
61．6
に㌔」」忠
〃

績 5μ¢じ膿貰

）
こくt呪；・・

（ z目 49泥¢ ■毘¢

標 47．9
）

種　類 内　　　　容 基本額
加　算　額
計画転作
加　　算
団地化
加　　算

特定作物
大豆（実取りのもの）飼料作物

そば（　　〃　　）

麦　（　〃　　）
50，000 6，500 10，000

永　　年

作物等
果樹（ブドウを除く）

桑

一　　般

作物等

野さい 30，000

5，000 7，500
林地、養魚池、水田養魚
たばこ、加工用青刈稲
大豆以外の豆類、農業生産
施設等

35，000

管理転作
農協と預託契約の締結がさ
れているもの

35，000
一 一

土地改良
通年施行

ほ場整備事業

蝿
9
1
・
・
l
1
9
0
0
．
l
l
愚
o
I
o
I
・
o
o
o
o
l
・
o
l
a
l

O

56　57　58年

第　2　期
圏一　　，。＿一一，一一畠一一一一一一．，。一

53　　54　　55

第　1　期

転作大豆の

130－

120－

110－

100一

9
　
　
8
　
　
7
　
　
6
　
　
5
　
　
4

機械栽培

（55年伊友）

　このほか、町単独の補助金として、団地化転作奨励補助金、

転作振興作物奨励補助金などが予定されています。
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町かどインダビュー

豪雪1曜ラ詰一
　降雪もようやく一段落した2月の末に、

町かどで出会った人たちから、大雪のさ

なかどんなふうにして過ごしていたかを

お聞かせ願いました。

①
雪
お
ろ
し
の
回
数
と
そ
の
方
法

②
大
雪
に
対
す
る
感
情
…
…

③
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
ま
し
た
か

④
あ
な
た
の
克
雪
対
策
（
く
ふ
う
）
は

⑤
地
域
の
人
や
町
へ
の
提
言
は

各地の積雪量

月日 分遣所 白倉小 川西ダム 高倉小

2・5 370 405 377 430

10 380 450 415 455

15 320 381 353 385

20 315 371 336 360

26 390 470 420 440

中屋敷

高橋一嘉さん

①
全
然
や
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
屋
根
に
井
戸
水
に
よ
る
消
雪
装
置
を
設
置
。

②
雪
に
打
ち
勝
と
う
と
思
い
ま
し
た
。

③
県
道
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
の
で
、
商
売
の
ほ
う
が
た
い
へ
ん
で
し
た
。

④
自
分
の
家
の
前
に
は
雪
を
た
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
屋
根
か
ら
落
ち
る
水
を

　
拾
い
集
め
て
、
ポ
ン
プ
と
パ
イ
プ
で
消
雪
し
て
い
ま
す
か
ら
。

⑤
自
分
の
屋
根
雪
な
ど
の
始
末
は
、
自
分
で
や
っ
て
も
ら
い
た
い
の
オ
。
消

　
雪
パ
イ
プ
の
水
を
再
利
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
エ
。
み
ん

　
な
が
協
力
し
て
道
路
確
保
を
す
る
よ
う
「
呼
び
か
け
」
を
町
へ
願
い
ま
す
。

上野

星名イシさん

①
九
回
。
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
が
主
。

②
雪
の
降
ら
な
い
と
こ
ろ
へ
行
き
た
い
と
も
思
い
ま
し
た
ね
エ
。

③
一
週
間
く
ら
い
昼
間
も
電
気
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
雪
お
ろ
し
を
し

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
ま
し
た
。

④
風
呂
の
残
り
湯
を
玄
関
先
に
ホ
ー
ス
で
回
し
、
消
雪
し
て
い
ま
す
。

⑤
み
ん
な
が
励
ま
し
あ
っ
た
り
、
協
力
し
あ
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
町
に

　
対
し
て
は
、
わ
き
道
も
た
ま
に
は
な
ら
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ヨ
。
そ
れ

　
か
ら
、
人
と
異
な
っ
た
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
進
歩
は
な
い
で
す
ね
エ
。

仁田

田中義文さん

①
九
回
で
す
。
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
を
使
っ
て
い
ま
す
。

②
“
う
ん
ざ
り
し
た
”
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
す
ね
エ
。

③
ふ
だ
ん
と
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
が
の
オ
。

④
側
溝
で
家
の
周
り
の
雪
は
ほ
と
ん
ど
処
理
し
ま
し
た
。
消
雪
パ
イ
プ
の
水

　
は
暖
か
い
と
い
っ
て
も
、
こ
ま
め
に
つ
っ
つ
か
ね
ば
消
え
な
い
で
す
ね
エ
。

⑤
町
の
除
雪
対
策
は
、
ま
あ
ま
あ
…
…
で
す
ね
エ
。

　
県
道
に
面
し
て
い
る
人
は
、
お
ろ
し
た
雪
は
積
み
上
げ
る
な
ど
し
て
、
ど

　
う
に
か
一
車
線
は
確
保
し
て
い
ま
し
た
が
、
た
い
へ
ん
な
苦
労
で
す
ヨ
。

小自倉

片桐勝巳さん

①
ト
ヨ
と
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
が
主
で
十
二
回
く
ら
い
。

②
“
ア
キ
ラ
メ
”
の
境
地
で
す
。

③
道
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
、
暮
ら
し
の
不
自
由
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

④
古
井
戸
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
中
に
入
れ
て
消
し
ま
し
た
。
家
の
近
く

　
の
ガ
ケ
に
も
運
び
ま
し
た
。
自
然
に
ま
か
せ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
す
。

⑤
天
気
の
い
い
日
や
日
曜
日
に
は
、
部
落
総
出
で
雪
の
け
を
や
っ
て
い
ま
す
。

町
へ
望
む
こ
と
は
、
消
雪
パ
イ
プ
の
布
設
と
、
共
同
駐
車
場
（
冬
だ
け
で

　
い
い
）
を
作
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
災
害
復
興
住
宅
資
金
」

　
　
借
入
希
望
の
方
へ

◎
受
付
期
限
　
六
月
三
十
日
（
火
）

◎
災
害
復
興
住
宅
建
設
資
金

・
申
込
資
格
　
A
ゑ
・
の
豪
雪
に
よ
り
住

　
宅
部
分
の
価
額
の
五
割
以
上
の
被
害

　
を
受
け
た
家
屋
の
所
有
者
な
ど
。

・
対
象
住
宅
　
住
宅
部
分
の
床
面
積
が

　
百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
。
た
だ

　
し
、
滅
失
し
た
家
屋
の
一
戸
当
た
り

　
の
住
宅
部
分
が
百
二
十
平
方
メ
ー
ト

　
ル
を
超
え
て
い
た
場
合
で
滅
失
し
た

　
家
屋
を
原
形
に
復
旧
す
る
と
き
は
、

　
減
失
し
た
家
屋
の
住
宅
部
分
の
床
面

積
に
相
当
す
る
面
積
と
す
る
。

・
融
資
限
度
額
木
造
住
宅
（
七
十
二

　
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
建
設
す
る
場
合
）

　
六
百
三
十
万
円
。
ほ
か
に
土
地
取
得

　
費
ま
た
は
整
地
費
に
も
融
資

・
利
率
年
五
．
〇
五
パ
ー
セ
ン
ト

・
返
済
期
間
　
木
造
の
場
合
二
十
五
年

以
内

◎
災
害
復
興
住
宅
補
修
資
金

・
申
込
資
格
　
今
冬
の
豪
雪
に
よ
り
住

宅
部
分
の
補
修
に
要
す
る
額
が
十
万

円
以
上
で
、
建
物
の
価
額
の
五
割
未

満
の
被
害
を
受
け
た
家
屋
の
所
有
者

　
な
ど
。

・
融
資
限
度
額
　
木
造
住
宅
の
場
合
三

百
二
十
万
円
以
内

・
利
率
年
五
・
〇
五
パ
ー
セ
ン
ト

・
返
済
期
間
　
十
年
以
内

◎
申
込
場
所
　
　
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務

取
扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関
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簸

a）

鵬嵐
轟3

悠

◇
悠
久
山

　
長
岡
は
季
節
の
変
化
が
美
し
い
街
で
あ
る
。

住
ん
で
い
る
と
冬
の
雪
や
夏
の
蒸
し
暑
さ
ば
か

り
が
気
に
な
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
手
近
に
四
季
の

風
情
の
移
り
変
わ
り
を
楽
し
め
る
街
は
少
な
い

か
も
知
れ
な
い
。
長
岡
を
知
る
人
は
異
口
同
音

に
長
岡
の
風
物
の
美
し
さ
を
語
る
。
特
に
悠
久

山
の
印
象
は
強
い
と
い
う
。
悠
久
山
を
長
岡
の

人
は
「
御
山
」
と
呼
ぶ
。
小
さ
な
丘
陵
に
は
人

の
手
が
あ
ま
り
加
え
ら
れ
て
な
く
、
素
朴
さ
が

あ
る
。
山
の
木
立
は
寛
永
年
間
に
当
時
の
長
岡

藩
主
第
三
代
牧
野
忠
辰
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た

と
い
う
。
杉
は
佐
渡
か
ら
取
り
寄
せ
、
松
と
桜

は
全
国
か
ら
集
め
た
と
か
。
カ
エ
デ
は
京
都
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
く
う

山
の
産
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
公
園
の
一
隅
に

は
老
杉
に
囲
ま
れ
た
蒼
柴
神
社
が
あ
る
。
こ
の

神
社
が
牧
野
家
九
代
の
忠
精
に
よ
っ
て
造
営
さ

れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
祭
っ
て
あ
る
の
は
長
岡

藩
主
の
中
で
名
君
の
誉
れ
が
高
か
っ
た
第
一
二
代

忠
辰
公
と
事
代
主
命
で
、
安
永
八
年
に
起
工
し
、

天
明
元
年
に
で
き
上
が
っ
て
い
る
。
日
光
東
照

宮
を
模
し
た
権
限
造
り
だ
と
い
う
。

◇
悠
久
山
の
春

三
月
、
残
雪
の
雑
木
の
間
に
黄
色
い
マ
ン
サ

ク
が
ひ
っ
そ
り
と
春
を
告
げ
る
。
四
月
、
名
物

熱
警

縫華

熾
、

久
山
に

　
　
　
故
郷
を

し
の
ぶ

長
岡
市

，
3
壁
』
駕
・
，
．
　
亀
・
．
（
づ

・
出
身
　
藤
　
沢

・
離
町
　
昭
和
4
9
年

佐
藤
克
平
さ
ん

吉
野
千
本
桜
が
咲
き
誇
り
、
悠
久
山
の
春
は
ア

ッ
と
い
う
間
に
盛
り
と
な
る
。
こ
れ
に
続
く
全

山
一
面
の
新
緑
の
美
し
さ
は
、
こ
れ
も
雪
国
だ

け
が
持
つ
美
の
特
権
と
い
え
よ
う
か
。
五
月
、

団
子
茶
屋
の
周
り
に
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
が
開
き
、

や
が
て
ッ
ツ
ジ
の
群
落
が
山
の
そ
こ
か
し
こ
を

ひ
い
ろ

緋
色
に
染
め
て
春
を
歌
い
上
げ
る
。
私
は
桜
の

悠
久
山
よ
り
こ
の
時
期
が
好
き
だ
。

◇
悠
久
山
の
夏

　
シ
ョ
ウ
ブ
は
夏
の
花
だ
と
思
う
。
シ
ョ
ウ
ブ

池
は
年
々
り
っ
ぱ
に
な
っ
て
い
く
。
シ
ョ
ウ
ブ

や
ア
ヤ
メ
が
咲
き
競
う
こ
ろ
、
悠
久
山
に
初
夏

が
訪
れ
る
。
ハ
ル
ゼ
ミ
が
チ
ィ
ー
と
鳴
き
始
め

る
。
や
が
て
森
に
セ
ミ
の
声
が
あ
ふ
れ
、
子
供

た
ち
が
捕
虫
網
を
手
に
山
を
訪
れ
る
。
悠
久
山

の
夏
で
あ
る
。
キ
リ
ギ
リ
ス
の
声
は
真
夏
の
歌

で
あ
る
。
悠
久
山
の
名
物
の
一
つ
だ
っ
た
科
学

博
物
館
が
移
転
し
て
し
ま
っ
た
の
は
寂
し
い
。

◇
悠
久
山
の
秋

　
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
の
鳴
き
始
め
は
秋
の
訪
れ

で
あ
る
。
雲
の
形
が
い
つ
の
間
に
か
秋
の
雲
に

変
わ
り
、
空
が
澄
ん
で
朝
夕
が
涼
し
く
し
の
ぎ

や
す
く
な
る
。
夜
は
草
む
ら
で
ス
ズ
ム
シ
が
鳴

き
始
め
る
。
鈴
虫
愛
好
会
の
人
た
ち
が
毎
年
放

し
た
も
の
が
定
住
し
た
よ
う
だ
。
や
が
て
山
は

虫
の
声
で
埋
ま
る
。
ア
カ
ト
ン
ボ
の
舞
う
お
城

の
裏
に
立
つ
と
、
眼
下
に
水
田
が
広
が
り
遠
く

西
山
の
丘
陵
ま
で
続
く
。
信
濃
川
が
静
か
に
流

れ
る
。
そ
の
美
田
を
横
切
っ
て
上
越
新
幹
線
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
が
続
く
。
あ
の
工
事
が
、

二
十
世
紀
後
期
ま
で
静
か
に
営
々
と
続
い
て
き

た
越
後
の
農
村
の
生
活
に
与
え
た
変
化
を
、
ど

う
捕
ら
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
稲
作
を
基

本
に
こ
こ
に
人
が
住
み
つ
い
て
か
ら
続
い
て
き

た
暮
ら
し
は
、
わ
ず
か
こ
の
十
数
年
で
大
き
く

変
わ
っ
た
。
歴
史
は
返
ら
な
い
。
人
の
心
も
も

ど
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
だ
か
ら
悠
久
山
の
秋

は
人
の
世
の
移
ろ
い
を
見
つ
め
て
語
ら
な
い
。

◇
悠
久
山
の
冬

　
雪
が
悠
久
山
を
包
む
。
葉
を
落
と
し
た
木
々

　
こ
ず
え

の
梢
と
常
緑
樹
の
緑
は
、
一
幅
の
水
墨
画
の
世

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
く

界
と
な
る
。
雪
は
無
垢
で
あ
る
。
長
岡
の
雪
は

ふ
ん
わ
り
と
暖
か
い
。
静
か
な
静
か
な
雪
が
降

り
し
き
る
。
悠
久
山
を
包
む
雪
は
昔
も
今
も
、

そ
し
て
未
来
も
変
わ
ら
な
い
。
木
々
は
春
を
待

つ
。

　
私
は
こ
の
「
御
山
」
に
故
郷
を
し
の
び
、
毎

日
を
け
っ
こ
う
忙
し
く
過
ご
し
て
い
る
。

霞
1歓，

。
輸

　　　　　　　　　鍮∋　　　　　　寺　豊　　　撚f
l蔀
．．1噸

、繍
イ
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■

期
限
は
三
月
十
六
日
で
す

　
昭
和
五
十
五
年
分
の
所
得
税
、
贈
与
税
の
申
告
と
納
税

の
期
限
は
三
月
十
六
日
で
す
が
、
も
う
お
済
み
に
な
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

　
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は
た
い
へ
ん
混
雑
し

ま
す
か
ら
、
一
日
で
も
早
く
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申
告
を
し
な
か
っ
た

り
、
誤
っ
て
少
な
く
申
告
し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
不
足

の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
な
ど
も
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
正
し
い
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
県
民
税
の
申
告
期
限
も
三
月
十
六
日
ま
で
で

す
。
今
年
の
一
月
一
日
現
在
川
西
町
に
住
ん
で
い
て
、
前

年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

た
人
以
外
の
方
は
、
役
場
に
申
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
給
与
所
得
だ
け
で
給
与
支
払
報
告
書
が
勤
め

先
か
ら
役
場
へ
届
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
申
告
の
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

⑳鴛申離です，、

▲申告相談はお気軽に
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農
業
用
軽
油

　
　
　
　
　
免
税
証

　
農
業
用
軽
油
の
免
税
証
交
付
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、

忘
れ
ず
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
交
付
日
時
　
三
月
二
十
五
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

　
　
　
　
　
時
ま
で

◎
交
付
場
所
　
川
西
町
役
場

◎
必
要
書
類

　
①
印
鑑
（
共
同
申
請
の
場
合
は
全
員

の
交
付

　
　
　
　
　
　
　
の
も
の
が
必
要
）

　
　
　
　
　
　
②
耕
作
面
積
証
明
書

　
　
　
　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
で
証

　
　
　
　
　
　
　
明
）

　
③
使
用
機
械
の
証
明
書
（
所
有
証
明
、

　
　
借
用
証
明
）
ま
た
は
納
品
書
な
ど

　
　
の
写
し
（
カ
タ
ロ
グ
を
持
参
）

◎
そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
十
日
町
財

　
　
　
　
　
務
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
継
続
し
て
申
請
さ
れ
る
と
き

は
、
こ
の
ほ
か
に
免
税
軽
油
使
用
者
証

も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
十
日
町
電
報
電
話
局
で
は
、
電
話
の
　
　
　
申
し
込
み
は
サ
ー
ビ
ス
管
理
係
（
魯

正
し
い
か
け
方
．
う
け
方
を
内
容
と
し
　
　
〇
二
五
七
五
－
二
－
三
三
七
〇
）
へ
。

た
『
ダ
イ
ヤ

ル
電
話
教
室
』

を
新
入
社
員

や
希
望
す
る

事
業
所
、
小

『
電
話
教
室
』
を
　
　
㊨

ご
利
用
く
だ
さ
い
＠

　
ま
た
、
電

話
マ
ナ
ー
の

向
上
を
目
的

と
し
た
『
テ

レ
ホ
ン
サ
i

．
中
学
校
、
団
体
な
ど
へ
出
向
い
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

○ビ
○ス
）』

（
魯
〇
二
五
七
五
－
七
1
0
0

も
常
時
提
供
し
て
い
ま
す
。

十
日
町
高
校
定
時
制
で

　
　
第
二
次
生
徒
募
集

◎
募
集
人
員
　
普
通
課
第
一
学
年
若
干

　
　
　
　
　
　
名

◎
願
書
受
付
　
三
月
十
九
日
か
ら
一
二
月

　
　
　
　
　
　
二
十
三
日
ま
で
（
日
曜

　
　
　
　
　
　
日
・
祭
日
を
除
く
）

◎
出
願
手
続
　
入
学
願
書
、
調
査
書
を

　
　
　
　
　
　
出
身
中
学
校
を
経
由
し

　
　
　
　
　
　
て
本
校
へ
提
出

◎
試
験
日
　
三
月
二
十
四
日

◎
そ
の
他
年
間
所
得
が
百
十
九
万

　
　
　
　
　
　
円
未
満
の
人
に
は
、
国

　
　
　
　
　
　
が
卒
業
ま
で
の
四
年
間
、

　
　
　
　
　
　
毎
日
七
千
円
の
修
学
奨

　
　
　
　
　
　
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
奨
励
金
は
、
卒
業

　
　
　
　
　
　
す
れ
ば
返
還
す
る
必
要

　
　
　
　
　
　
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
詳
細
は
十
日
町
高
等
学
校
中

心
校
（
魯
〇
二
五
七
五
－
二
⊥
二
五
七

五
．
三
五
七
六
）
へ
。

ξ
も
．
一
…
…
一
囎
．
噂
…
ξ
毛
．
．
亀
ξ
書
．
・
一
…
三
＝
．
‘
…
三
＝
．
．
三
…
三
．
‘
…
三
マ
一
圭
囎
三
三
…
三
薗
一
・
一
…
｛
一
三
三
甲
＝
…
三
…
o
き
。
榊
…
三
三
…
麟
瞬
…
三
…
も
・
・
顧
…
茎
三
…
一
一
噂
騨
三
…
ξ
言
一
一
…
茎
三
…
騨
。
・

最低賃金の改正

　県内で働く機械・金属製品等製

造業、自動車整備業の労働者に適

用される最低賃金が次のように改

正されました。

　また、繊維産業労働者の最低賃

金は次のとおりです。

福
●●●。

・●●・

鐘オっ
慈

姜し
紬の
9ザ。・

㌃娯

鰻
　oo●●、
℃ρ2一

寒軌礫5
　　　　　　　　　・∴●…

津
軽
三
味
線
に

打
ち
込
ん
で
い
ま
す

下
平
新
田

　
星
名
忠
志
さ
ん

　
「
三
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
が
、
小

千
谷
の
民
謡
教
室
の
先
生
が
、
三
昧
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た

を
弾
き
な
が
ら
民
謡
を
唄
っ
て
い
る
姿

に
ふ
れ
、
感
動
し
て
き
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
」
。
と
星
名
さ
ん
は
三
昧
線
を

持
っ
た
当
時
の
い
き
さ
つ
を
話
さ
れ
た
。

　
最
初
は
通
信
教
育
で
と
考
え
た
そ
う

だ
が
、
津
軽
三
味
線
を
習
う
に
は
、
や

っ
ぱ
り
良
い
先
生
の
指
導
を
得
な
け
れ

ば
と
思
い
、
長
岡
へ
通
い
始
め
て
か
ら

二
年
が
過
ぎ
た
と
の
こ
と
。

　
「
月
に
二
回
で
す
が
、
こ
の
冬
は
た

い
へ
ん
で
し
た
。
夜
の
教
室
な
も
ん
で

ね
エ
。
い
つ
ま
で
続
く
こ
と
や
ら
…
」

　
「
三
昧
線
は
す
わ
っ
て
弾
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
初
め
の
こ
ろ
は
た

い
へ
ん
だ
っ
た
て
エ
。
そ
れ
か
ら
、
衣

装
を
そ
ろ
え
る
の
も
安
く
な
か
っ
た
の

で
…
…
」
。
苦
労
話
が
続
く
。

　
　
　
　
　
　
ふ
と
ざ
お

　
津
軽
三
味
線
は
太
樟
な
の
で
、
そ
う

と
う
の
腕
力
が
い
る
ら
し
く
、
汗
を
か

く
の
も
し
ば
し
ば
と
か
。

　
『
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節
』
を
弾
い
て

▲愛用の三味線と星名さん

も
ら
っ
た
。

　
「
冬
は
し
け
て
い
る
た
め
、
音
色
が

い
ま
ひ
と
つ
で
す
」
。
と
前
置
き
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
た
。

　
唄
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
で
な
い
と
弾

け
な
い
そ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
唄
を
覚

え
、
そ
し
て
、
太
鼓
や
尺
八
の
こ
と
も

知
っ
て
い
な
い
と
弾
け
な
い
と
い
う
。

　
「
お
と
と
し
、
去
年
と
東
京
の
日
本

武
道
館
で
行
わ
れ
た
郷
土
民
謡
全
国
大

会
の
伴
奏
を
し
て
き
ま
し
た
」
1
。

　
三
昧
線
に
は
三
線
譜
が
あ
る
が
、
そ

れ
を
見
た
だ
け
で
は
弾
け
な
い
ら
し
い
。

　
「
カ
ン
が
い
ち
ば
ん
た
い
せ
？
ご

　
三
、
四
十
曲
は
弾
け
る
が
、
好
き
な

曲
は
東
北
地
方
の
も
の
と
の
こ
と
。

　
「
三
昧
線
を
通
じ
て
仲
間
が
方
々
へ

で
き
た
。
こ
れ
が
何
よ
り
の
喜
び
で
す
」

　
「
こ
れ
か
ら
も
細
く
長
く
続
け
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
左
手
の
人
さ
し
指
の
つ
め
は
す
り
切

れ
、
バ
チ
を
持
つ
右
手
に
は
大
き
な
タ

コ
が
で
き
て
い
た
。



広報かわにし／昭和56年　3月10日発行（第三種郵便物認可）””1”””1”””1””1””1”””””1”9””””””1””1””””””””””1””1”””””””ll””””1【10】

公民館だより
学級・講座にご参加を

　
公
民
館
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
の

学
級
・
講
座
の
開
設
を
次
の
よ
う
に
計

画
し
て
い
ま
す
。
大
ぜ
い
の
方
の
参
加

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
学
習
計
画
は
四
月
初
旬
に
皆
さ
ん
に

発
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
募
集
を

行
う
予
定
で
す
。

◎
家
庭
教
育
学
級

　
三
箇
、
仁
田
、
木
落
、
上
野
、
元
町
、
新
町
、

　
中
仙
田
、
室
島
、
赤
谷
、
岩
瀬
、
白
倉

◎
乳
幼
児
家
庭
教
育
学
級

　
川
西
幼
稚
園
、
千
手
保
育
園
、
南
原
保
育
園
関

　
係
の
方

◎
少
年
講
座

　
小
学
校
五
、
六
年
生
選
抜
児
童

◎
高
齢
者
学
級

　
千
手
、
上
野
、
野
口
、
三
箇
、
木
落
、

　
室
島
、
赤
谷
、
白
倉

◎
婦
人
学
級

　
千
手
、
上
野
、
橘
、
仙
田
、
田
中

中
仙
田
、

1
9
1
0
0
陰
O
1
　
9
　
1
　
1
1
9
0
　
　
1
　
0
1
　
麿
　
0
0
　
0
瞳
0
0
　
1
　
0
0
　
1
　
0
1
6
8
0
0
量
　
1
6
0
1
0
9
0
0
1
1
1
　
9
　
　
響
ー
0
8
1
9
8
書
l
l
－
1
0
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

～募集しています～
　町行造林作業班員
町内の山林地帯で、伐採・植林などの作業に従

してくださる方を募集しています。
伐
集
人
人
チ
人
人
5
健
月
保
日
る
書
許
し
日
4

　
募
5
5

　
　
　
　

　
　
　
子
子
子

男
女
男
が
許
女

　
員
　
人
　
集
　
募
事
1

2条　　件　男子は、チエンソー・刈払機の操作

　　　　　ができる人（うち、大型車や普通免

　　　　　許のある人5人）

　　　　　女子は、55歳までの人
　　　　　　いずれも健康な人

3従事期間　55年5月1日～11月15日まで
4特　　典　短期雇用保険に希望加入し、離職時

　　　　　　には勤務日数により一時金の支給が

　　　　　受けられる。
5申し込み　健康診断書1通、自動車運転免許所

　　　　　有者は免許証も持参して、産業課林

　　　　　業係へ申し込む。

6締め切り　3月25日まで
◎採用は、選考のうえ4月18日までに各人に通矢

します。

件条2

ゆ
う
あ
い
号
来
町

2
“
献
血
は
人
と
人
と
の

　
　
命
の
か
け
橋
”

＊
と
　
き
　
　
3
月
1
3
日
（
金
）

＊
と
こ
ろ
　
・
橘
出
張
所
午
前
1
0
時
～
正
午

　
　
　
　
　
・
上
野
連
絡
所
　
午
後
1
時
～
3
時

　
1
6
歳
以
上
60
歳
未
満
で
健
康
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
献
血
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
冬
期
間
は
特
に
血
液
が
不
足
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
家
庭
教
育
と
い
う
と
、
と
か
く
堅

苦
し
い
お
題
目
や
万
針
を
並
べ
た
く

な
り
ま
す
が
、
　
“
こ
れ
が
わ
が
家
の

教
育
万
針
だ
”
と
い
つ
た
意
図
的
な

し
つ
け
よ
り
も
、
子
供
は
、
ふ
だ
ん

の
親
と
子
の
何
気
な
い
接
触
、
日
常

生
活
の
何
で
も
な
い
一
コ
マ
、
一
コ

マ
か
ら
親
の
強
い
影
響
を
受
け
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
釆
客
が
あ
る
と
き
、

表
面
で
は
丁
重
に
も
て
な
し
な
が
ら
、

陰
で
は
「
あ
の
客
は
長
居
を
し
て
面

倒
だ
」
な
ど
と
愚
痴
を
こ
ぼ
し
た
り

す
る
と
、
子
供
は
親
の
陰
口
を
通
し

て
人
を
理
解
し
、
や
が
て
は
態
度
に

も
表
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
子
供
と
の
ふ
だ
ん
の

接
触
に
重
点
を
置
い
た
家
庭
教
育
ー

し
つ
け
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。

　
教
育
や
し
つ
け
の
効
果
が
、
子
供

の
心
に
い
ち
ば
ん
浸
透
す
る
の
は
．

幼
稚
園
か
ら
小
学
校
三
、
四
年
生
に

か
け
て
で
す
。

　
親
や
教
師
の
は
た
ら
き
か
け
が
柔

軟
な
心
に
し
み
こ
ん
で
、
人
柄
な
り

性
格
の
墓
礎
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
く

の
も
こ
の
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
親
と
子
の
心
理
的

な
距
離
が
非
常
に
近
く
、
親
に
何
で

も
話
し
た
が
り
ま
す
。
学
校
で
あ
つ

た
こ
と
、
友
だ
ち
の
こ
と
な
ど
を
し

き
り
に
聞
い
て
も
ら
お
う
と
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
「
い
ま
忙
し
い
か
ら
」

な
ど
と
．
そ
っ
気
な
い
態
度
を
と
る

の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

育
　
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京

教
と
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊

庭
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武

家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詫

供
の
話
に
耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

　
と
き
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
を

ぶ
つ
け
て
く
る
で
し
よ
う
。
そ
う
い

う
場
合
も
、
い
い
加
減
に
す
ま
せ
な

い
で
共
に
考
え
て
や
り
、
夕
食
後
の

団
ら
ん
の
と
き
な
ど
に
、
百
科
事
典

を
開
き
な
が
ら
一
緒
に
調
べ
る
と
い

っ
た
態
度
こ
そ
大
切
で
す
。

　
教
育
と
は
￥
単
に
字
が
上
手
に
書

け
る
よ
う
に
な
る
と
か
￥
計
算
の
し

か
た
を
教
え
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
何
が
善
く
て
、
何
が
悪
い

こ
と
な
の
か
￥
ど
ん
な
時
に
う
れ
し

さ
を
感
じ
、
ま
た
心
の
痛
み
を
覚
え

る
か
、
ど
ん
な
場
ム
ロ
に
感
謝
の
念
を

持
つ
か
ー
と
い
っ
た
的
確
な
判
断

力
と
豊
か
な
情
操
を
、
ふ
だ
ん
の
生

活
を
通
し
て
養
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
最
近
”
家
庭
内
暴
力
”
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
　
一
言
で
は
片
づ
け
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
た
だ
言
え
る
こ
と
は
、

ど
ん
な
子
供
で
も
、
あ
る
日
突
然
そ

う
し
た
行
動
に
出
る
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
も
や
も
や
し
た
気
分
が
、
家
庭
と

い
う
目
由
に
ふ
る
ま
え
る
場
で
発
散

で
き
な
い
と
か
￥
親
に
対
す
る
何
ら

か
の
不
満
が
だ
ん
だ
ん
高
じ
て
、
や

が
て
爆
発
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
子
供
の
も
や
も
や
・

不
満
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
ふ
だ

ん
か
ら
親
と
子
が
楽
し
い
ふ
ん
囲
気

で
話
し
合
う
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
談
）
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次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
父
孝
次
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
野
沢

正
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
一
二
万
円

※
父
孝
治
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
樋
口

虎
一
さ
ん
（
田
戸
）
か
ら
三
万
円

※
妻
操
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
丸
山
宗

太
郎
さ
ん
（
下
原
）
か
ら
十
万
円

※
母
キ
ク
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
山
岸

徳
次
さ
ん
（
霜
条
）
か
ら
一
万
円

※
父
博
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
上
村
源

司
さ
ん
（
下
平
新
田
）
か
ら
三
万
円

※
父
富
治
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
小
川

東
平
さ
ん
（
赤
谷
）
か
ら
五
万
円

※
母
オ
ト
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
星
名

　
一
正
さ
ん
（
霜
条
）
か
ら
一
二
万
円

※
母
フ
デ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
保
坂

国
夫
さ
ん
（
上
町
）
か
ら
五
万
円

※
父
定
雄
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
小
林

正
男
さ
ん
（
中
屋
敷
）
か
ら
二
万
円

圃
豪
雪
見
舞
寄
付
金

．
須
藤
憲
二
さ
ん
（
下
原
）
か
ら
、
豪

　
雪
見
舞
と
し
て
十
万
円
を
い
た
だ
き

　
ま
し
た
。

き．爵
　
　
　
〃

　
・
●
一

　　　ぺ
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跣
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黒超＼　
　
　
亀
竃
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
1
亀
豊
、
、
　
魁
、

　
　
　
　
　
　
、

　
　
8
8
晃
監
、
、

一
三
豊
．
3
3
一
。
一
。
．
．
一
…
“
…
一
一
…
一
一
．
．
一
繭
…
一
一
．
．
一
三
一
一
．
．
3
三
一
…
ξ
9
．
一
一
。
一
三
一
…
一
…
。
一
一
。
。
一
…
一
一
一
3
。
…
…
．
噂
…
一
一
§
～
…
一
。
．
ξ
一
一
一
一
．
。
3
…
。
一
3
一
3
亀
一
…
一
一
一
一
一
。
一
．
．
一
一
三
。
…
｛
…
．
．
一
．
一
ξ
一
，
の
囎
一
。
…
一
一
一
．
3
…
一
一
．
．
ξ
ξ
一
一
ξ

な
わ
と
び
大
会

干手小体

育館完成

床
の
感
触
も
上
々
で
す
▼広くてカメラに収まりません

　
千
手
小
学
校
の
体
育
館
が
完
成
し
、

先
月
二
十
日
に
町
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し

た
。　
基
礎
工
事
を
始
め
た
の
が
昨
年
の
七

月
で
し
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
約
半
年
間

で
で
き
上
が
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
体
育
館
の
面
積
は
、
一
階
が
八
百
四

十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
二
階
が
百
五
十

六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
合
わ
せ
て
ち
ょ
う

ど
一
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。
建
設
費

は
、
食
堂
部
分
な
ど
も
含
め
ま
す
と
、

▲あと1分です

醸
蓼

お
よ
そ
二
億
五
千
万
円
か
か
り
ま
し
た
。

窓
が
二
階
に
広
く
と
ら
れ
て
い
る
た
め
、

一
階
は
す
っ
ぽ
り
雪
に
覆
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
明
る
さ
は
抜
群
で
し
た
。

　
長
い
間
、
体
育
館
が
な
く
不
自
由
な

思
い
を
し
て
い
た
児
童
た
ち
は
、
こ
の

す
ば
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
喜
び
で

す
。
休
み
時
間
に
な
る
と
床
の
感
触
を

求
め
に
大
ぜ
い
出
て
き
ま
す
。

　
先
月
二
十
八
日
に
は
、
児
童
会
ス
ポ

ー
ツ
委
員
会
に
よ
る
第
一
回
な
わ
と
び

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
運
営
は

五
年
生
が
行
い
ま
す
。
初
め
て
の
経
験

に
ち
ょ
っ
と
と
ま
ど
い
な
が
ら
で
す
。

　
委
員
長
あ
い
さ
つ
（
シ
ー
ン
と
す
る
）

　
「
今
ま
で
練
習
し
た
こ
と
を
、
こ
の

場
で
い
っ
ぱ
い
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」

　
ル
ー
ル
は
簡
単
、
三
分
間
で
何
回
と

ん
だ
か
を
競
う
も
の
で
す
。
た
だ
し
、

三
回
ひ
っ
か
か
る
と
そ
れ
ま
で
。

　
競
技
開
始
1
。
何
事
も
順
番
で
一

年
生
の
前
ま
わ
し
か
ら
で
す
。
三
分
間

と
い
っ
て
も
た
い
へ
ん
長
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。
ひ
っ
か
か
る
の
よ
り
は
、
足
が

く
た
び
れ
て
ダ
メ
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
で
す
。
一
位
は
四
〇
七
回
の
女

子
で
し
た
。
前
ま
わ
し
で
の
校
内
最
高

は
、
六
年
男
子
の
五
五
八
回
で
し
た
。

う
し
ろ
ま
わ
し
は
二
年
生
か
ら
で
す
。

こ
こ
で
は
、
三
年
生
が
五
年
生
よ
り
四

回
多
い
四
六
四
回
で
健
闘
し
て
い
ま
し

た
。
六
年
生
で
は
四
九
七
回
の
男
子
が

一
位
で
す
。
交
差
と
び
は
四
年
生
か
ら

で
す
。
五
年
生
の
三
四
七
回
に
対
し
て
、

六
年
生
は
四
四
一
回
と
一
〇
〇
回
近
い

差
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
ク
ラ
ス
対
抗
の
長
な
わ

と
び
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
ひ
っ
か
か

っ
た
人
は
仲
間
の
白
い
目
が
気
に
か
か

り
ま
す
。

　
一
年
生
は
最
初
に
や
っ
て
、
そ
れ
以

降
は
出
番
が
な
い
の
で
寒
そ
う
で
し
た
。

　
表
彰
式
ま
で
入
れ
て
約
二
時
間
、
ト

ラ
ブ
ル
も
い
っ
さ
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
で
、
六
年
生
も
安
心
し
て
五
年

生
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
ま
す
。
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ガ
ン
の
予
防
は

食
生
活
の
改
善
で

◎
胃
の
働
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
ま
く

　
胃
は
粘
膜
層
、
筋
肉
層
、
漿
膜
か

ら
で
き
、
袋
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。

食
道
を
通
過
し
て
き
た
食
べ
物
を
胃

液
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
、
固
い
物
も
粉

粉
に
こ
な
す
働
き
を
し
ま
す
。
そ
れ

を
、
十
二
指
腸
、
小
腸
へ
と
送
り
出

し
て
い
ま
す
。

◎
胃
ガ
ン
の
症
状

　
　
　
　
　
ガ
ン
は
、
粘
膜
層
か
ら

螺
始
ま
り
、
筋
肉
層
へ
と
進

行
し
て
い
き
ま
す
。
粘
膜

層
に
ガ
ン
が
と
ど
ま
っ
て

い
る
状
態
を
早
期
ガ
ン
と

い
い
、
筋
肉
層
に
ま
で
ガ

ン
が
進
ん
だ
状
態
を
進
行

ガ
ン
と
い
っ
て
い
ま
す
。

早
期
ガ
ン
で
は
、
自
覚
症

状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
自
覚
症
状
が
な

く
て
も
検
診
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
症
状
の
あ

る
人
は
、
専
門
医
の
診
断

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

①
上
腹
部
の
圧
迫
感
、
い

つ
も
お
な
か
が
い
っ
ぱ
い

で
も
た
れ
る
感
じ
、
胃
の

あ
た
り
に
鈍
痛
が
あ
る
、
食
欲
が
な

い
、
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
か
い
よ
う

②
慢
性
胃
炎
、
胃
潰
煽
を
患
っ
て
い

る
人
が
食
欲
が
な
く
体
重
が
減
っ
て

き
た
と
き
、
貧
血
が
現
れ
た
と
き
。

◎
胃
ガ
ン
の
治
療

　
早
期
ガ
ン
を
発
見
し
、
手
術
に
よ

り
病
巣
を
取
り
除
く
こ
と
が
最
も
望

ま
し
い
こ
と
で
す
。
抗
ガ
ン
剤
、
X

線
療
法
と
医
療
は
進
歩
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。

◎
胃
ガ
ン
の
予
防

　
ガ
ン
の
原
因
が
不
明
の
現
在
、
こ

れ
と
い
っ
た
予
防
方
法
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
早
期
ガ
ン
の
う
ち
に
治
療
す

れ
ば
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
治

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
も
今
か
ら
四

十
年
く
ら
い
前
に
は
、
胃
ガ
ン
が
現

在
の
二
倍
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

が
半
減
し
た
の
は
塩
蔵
食
品
の
摂
取

を
少
な
く
す
る
な
ど
、

食
生
活
の
改
善
を
行
っ

た
の
が
大
き
な
理
由
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

日
本
で
も
、
胃
ガ
ン
患

者
は
米
中
心
の
偏
っ
た

食
事
を
続
け
た
人
に
多

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
生
活
を
送
る
こ
と

が
、
ガ
ン
予
防
に
役
立

ち
ま
す
。

ノ’，㌔
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層
層
層
膜

膜
軒
肉

　
お
粘
粘
筋
漿

葛
蓼
蓼
恥
瑠
療
4
傑
膚
傑
嬬
鋸
4
∬
切
療
魂
骸

戸
籍
の
窓
か
ら

葛
骸
犠
骸
骸
笛
葛
犠
犠
蓄
葛
骸

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

清柄南登高数
水澤雲坂橋藤

優千貢亮智千
　鶴　祐之織

寛克茂光保喜
平幸男國夫一

長長二長長長
男女男男男女

学
校
町

三
　
領
岩
瀬

中
仙
田

高
原
田

木
島
町

昇
天
i
ご
め
い
福
を
祈
る

押
木
フ
サ
エ

小
林
定
雄

保
坂
　
フ
デ

発
電
所
通
六
七

中
屋
敷
　
　
六
八

上
町
　
　
七
三

鶯
ギ
A
．小

わ
琶

　
　
　
嘩
贋

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

○
春
め
く
や
鱈
蛇
べ
売
る
雪
の
店

売
残
る
標
二
二
小
商

標
の
紐
も
乾
き
て
四
温
か
な

春
め
く
や
道
行
く
人
の
歩
み
に
も

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

○
月
光
を
宿
し
て
太
き
軒
氷
柱

冬
葱
の
黄
ば
み
た
る
芽
の
曲
り
伸
び

掻
き
落
す
ご
と
く
に
雪
の
降
り
暗
む

雪
の
嵩
二
階
の
屋
根
に
並
び
け
り

引
間
徳
太
郎

小上渡高星江
川村邊橋野口

冨博富豊義ワ
治　吉七保力

坪
　
山

小
白
倉

室
　
島
伊
友

元
　
町

下
平
新
田

赤
　
谷

九八八八八八七
〇七三二一〇八

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
　
…
…
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
仙
田
地
区
】

○
中
仙
田
・
小
林
忠
臣
、
○
室
島
・
茂

野
武
治
、
○
小
脇
・
斎
木
鏑
輔
、
○
高

倉
・
高
橋
徳
平
、
○
藤
沢
・
小
林
弘
、

○
田
戸
・
青
木
信
作
、
○
越
ケ
沢
・
星

名
恭
二
、
○
赤
谷
・
登
坂
政
司
、
岩
瀬

・
登
坂
克
己

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

○
雪
の
谷
真
一
文
字
に
野
兎
の
跡

雪
の
路
地
ぬ
け
き
て
市
の
賑
わ
え
る

陽
の
も
る
・
雪
像
の
影
ふ
み
て
立
つ

雪
洞
の
ま
・
ご
と
雪
ん
子
拉
べ
も
し

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
　
寅
生

雪
荒
れ
の
続
き
て
狩
も
出
来
ぬ
ま
ま

ど
か
雪
の
道
な
き
ま
ま
の
一
軒
家

荒
れ
し
手
の
雪
の
晴
れ
間
の
機
を
織
る

　
一
に
ぎ
り
雪
を
の
せ
あ
り
鉢
の
梅

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
　
酔
月

除
雪
車
に
目
覚
め
し
朝
の
吹
雪
を
り

手
造
り
の
五
十
路
の
春
の
注
連
飾

南
天
を
雪
に
こ
ぼ
し
て
初
雀

　
詫
び
ご
と
も
酵
き
添
え
あ
り
し
賀
状
か
な

郷轍灘2秘職轄轄毎騨
簿　　　　　　駕顎　2月の交通事故発生件数孝2

？．～　　　　　　　　 、　？“．

範　　　累計融輔件　数1（2）2（4）鰭
1奎傷者2（2）3（4磯
轟死　者0（0）0（0）鰭
舞聲い1（・）2（・磯
参ジ酌おび1（3）2（3》蔓

萎‡　（）内は前年比較舞
轄徽・二郡受敬殺｝；蛮鞍鞍ぞ；躰き：

心
配
ご
と
相
談

●
3
月
n
日
…
…

●
3
月
1
8
日
…
…

●
3
月
2
5
日
…
…

●
4
月
1
日
．
．
．
．
．
．

●
4
月
8
日
．
．
．
．
．
．

．
．
．
橘
出
張
所

…
克
雪
セ
ン
タ
ー

…
総
合
セ
ン
タ
ー

…
上
野
連
絡
所

…
橘
出
張
所

　
曇
．
．
．
豫
．
尼
．
済
藝
聲
職
強
画
髪
粥
貰

　
　
　
　
　
中
屋
敷
山
賀
芹
子

花
嫁
を
見
る
人
だ
か
り
春
の
雪

春
灯
に
人
形
の
面
膓
た
け
し

雪
の
嵩
減
り
し
と
思
う
空
高
し

《
評
》

　
「
鱈
」
だ
け
で
は
冬
の
季
で
あ
る
が
、

店
先
に
春
鱈
が
出
廻
っ
た
こ
と
に
作
者

は
春
め
い
た
も
の
を
感
じ
た
。
だ
が
鱈

を
拉
べ
た
ー
と
だ
け
で
は
そ
の
辺
の
感

じ
に
至
ら
な
い
。

　
句
に
省
略
が
大
切
で
あ
る
が
、
肝
心

な
こ
と
だ
け
は
は
っ
き
り
と
判
る
よ
う

に
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
う

し
た
ら
そ
れ
だ
け
が
浮
び
上
っ
て
く
る

か
を
工
夫
す
る
の
が
省
略
で
あ
る
。


